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事  業  紹  介 

平成25年7月 
おいしい山形の食と文化を考える会 



・会員数：41  賛助会員数：6 （内2が兼アドバイザー） 
・代表者：早坂 稔 （割烹とりや：新庄市） 
・設立年月 平成18年 4月  （活動開始 平成17年 6月） 

団体の活動目的（会則より抜粋） 

日本の食の多様化の中で、安心と安全、調和のとれた食のあり方を研鑽し、
山形の食と文化を継承伝達することを目的とする。 
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・主な活動内容（事業内容：会則より抜粋） 

1 食と文化にかかわる研究と啓発をはかる事業 
2 伝統伝承料理の発掘、復活につとめる事業 
3 食生活の指針、衛生規準の普及や健全な食の知識の普及、提言につとめる事業 
4 その他、高校生の「食の甲子園」など会の発展に寄与する諸事業 
5 和食の世界遺産（無形文化遺産）登録に向けた諸活動及び関連支援事業。 
6 団体・機関等の表彰など 
 

【 概要 】 



 
 

「食材産地めぐり」 
「やまがた食の案内人」 

「食の甲子園® inやまがた全国大会」 

 
 
 
 

おいしい山形の食と文化を考える会 

生産者 
（農林水産） 

学校（教育委員会） 
／行政 

流通 
（卸売等） 

事業者 
（料理店等） 

【団体の活動のための関係領域相関】 
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これまでの主な活動実績 ① 

旬の食材産地めぐり 

この事業では料理人による県内食材の利用拡大
を目指し、各総合支庁と連携して産地を巡り、実
需者と生産者との直接交流を通して新たな視点で
食材としての可能性を発見・認識してもらい、県産
農産物の利用拡大及び農と食の活性化を図って
います。 

 ・平成20年度 ： 村山地区3回  

 ・平成21年度 ： 庄内地区1回  村山地区2回  

 ・平成22年度 ： 庄内地区1回  村山地区2回   

            置賜地区1回  

 ・平成23年度 ： 置賜地区 2回  村山地区1回 

 ・平成24年度 ： 最上地区1回  村山地区1回  

            置賜地区2回 
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さわ農園 ≪豆腐≫ 

村山手づくり卵農場≪紅輝卵≫ 

大高根じゅんさい採取組合≪じゅんさい≫ 

大富農産≪山形山葵 雪芭蕉≫ 

鮭川村庭月≪食用ほおずき≫ 

飯豊町≪宇津沢かぼちゃ≫ ＪＡ山形おきたま愛菜館≪ブドウ≫ 

尾花沢市≪南沢かぶ≫ 



これまでの主な活動実績 ① 
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やまがた食の案内人 

旬の食材や産地の話、更には食べたい料理や好み

に応じたお店選びの相談が出来る「食の案内人」と、

山形県内の“おいしい話題”を指南してくれる「食の
番所」を掲載し、庄内・最上・村山・置賜の４地域そ
れぞれの郷土料理や歴史を絵巻として特集したパン

フレットの監修とその実施にも携っています。 

 ・平成19年度：試行 

 ・平成20年度以降：実施継続中 

 

 

 

 



食の甲子園®やまがた大会、プレ南東北大会＆全国大会 
 

私たち「おいしい山形の食と文化を考える会は山形県と連携しながら、事業の一つとして県内に残る在来・
伝承食材に光を当てて、食と文化の継承を担う高校生の持つ若い感性に期待をかけ、食育という視点を付
与して平成１７年に第１回【 食の甲子園®やまがた大会 】を開催しました。 

その後「食の甲子園®」は考える会の目的「山形の食と文化を継承伝達する」を大事にしながら関係者の協
力を仰いで平成２４年度までに計８回の大会開催を実施してきました。 
 
 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
            
                                
                           これらポスターのデザインは次の方々の協力で制作されています。 
                            第１回:株式会社大風印刷 第２回～第８回：山形デザイン専門学校 
 

これまでの主な活動実績 ② 
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第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 

第6回-1 第7回 第6回-2 第8回 



これまでの主な活動実績③ 
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平成２４年度には山形県商工労働観光部の委託“「食の甲子園®レシピ」を活用した
観光誘客事業”として、平成２３年度に試作した『開発レシピ』を基にして 
プロの料理人の目でレシピを見直しし『プロ仕立て料理』として仕上げました。 
これらは地元の食材を使った「地域性」、季節ごとに限られた食材を使った 
「季節性」、伝承・伝統料理に基づいた「伝統性」にプロの料理人の「技」を注いだも
ので、山形県内外から訪れるお客様に【食の甲子園®物語メニュー】として県内店舗

で提供することをめざします。          

食の甲子園®の成果から「農･商・高」連携による 
                   【食育事業成果をビジネスへ橋渡し】へ 

そして、県内外から多くの観光客に訪れてもらい 
山形の食と文化を味わってもらうため、エリアの象徴と
して聖域、楽園、豊穣の地という意味合いを込めて 
 
         「                 」 
 
と表現してみました。 
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フード・アクション・ニッポン アワード2010 
コミュニケーション・啓発部門 優秀賞 受賞 

活動に対する外部評価例 

商標登録 取得 
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